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［休館日］
月曜日、5/7（水）、7/22（火）、9/16（火）、10/14（火）、11/4（火）
※ただし、祝日の5/5（月）、7/21（月）、8/11（月）、9/15（月）、10/13（月）、11/3（月）、および4/28（月）、8/12（火）は開館

［開館時間］
午前9時30分～午後5時（入館は午後４時30分まで）

［入館料］
一般2,000（1,800）円、高校生・大学生800（７00）円
※(　)内は20名以上の団体料金
※中学生以下、障がい者手帳などをお持ちの方(介護者1名を含む)、
大阪市内在住の65歳以上の方（要証明）は無料

※上記の料金で館内の展示すべてをご覧いただけます

［主催］大阪市立東洋陶磁美術館
［共催］産経新聞社
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国宝 飛青磁花生
元・14世紀　龍泉窯　
大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘
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青磁とは、微量な鉄分を含んだ釉薬をかけ、高温で焼くことで青緑色に発色させた陶磁器です。青磁は悠久の歴
史を有しており、2世紀の中国で誕生し、その後発展を遂げながら朝鮮半島や日本をはじめ世界各地へと広まりま
した。青磁は東アジアの陶磁の歴史において重要な位置を占め、その美しさは人々の憧れの対象となり、権威や
富の象徴でもありました。
青磁の大きな魅力はその美しい釉色にあり、焼成環境や胎土の色などによってもその色合いは微妙に変化し、青
磁に多様で豊かな表情を与えています。
中国では、青磁の美しさを表現するために様々な言葉が用いられています。唐代の陸羽『茶経』では越窯の青磁
を「類玉」や「類氷」と称賛し、また唐代の陸亀蒙『秘色越器』の詩では、「九秋風露越窯開、奪得千峰翠色来」
と記され、越窯の「秘色」青磁が山々の木々の青さを引き寄せたかのように讃えられています。一方、朝鮮半島
の高麗時代の青磁は、その美しさから「翡色」（ヒスイの色）と呼ばれ、人々に愛されました。青磁は、欧米では
「Celadon（セラドン）」という名称で親しまれ、その語源については諸説がありますが、17世紀のフランスの小
説に登場する青磁色の服を着た人物の名に由来するとも言われています。
本展では、当館コレクションの中から、中国や韓国の名品を展示するとともに、日本や近現代の青磁作品も紹介
します。東アジアの陶磁の歴史において燦然と輝く青磁の魅力をご堪能ください。
なお、本展とともに当館コレクションの代表的作品をご覧いただける〈特別展示〉と〈コレクション展〉、さらに大阪・
関西万博開催記念の企画として「大阪の宝―MOCOの宝20選」に選定された作品も同時にご覧いただけます。

［名称］ 特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」
［会期］ 2025（令和7）年4月19日（土）～ 11月24日（月・振替休日）
［会場］ 大阪市立東洋陶磁美術館
 〒530-0005  大阪市北区中之島1-1-26（大阪市中央公会堂東側）
 電話: 06-6223-0055　FAX : 06-6223-0057
［休館日］  月曜日、5/7（水）、7/22（火）、9/16（火）、10/14（火）、11/4（火）　
 ※但し、祝日の5/5（月）、7/21（月）、8/11（月）、9/15（月）、10/13（月）、11/3（月）、
 　および4/28（月）、8/12（火）は開館
［開館時間］  午前9時30分～午後5時（入館は午後４時30分まで）
［入館料］ 一般2,000(1,800)円、高校生・大学生800（700）円
 ※（　）内は20名以上の団体料金
 ※中学生以下、障がい者手帳などをお持ちの方（介護者1名を含む）、
 　大阪市内在住の65歳以上の方（要証明）は無料
 ※上記の料金で館内の展示すべてをご覧いただけます。
［主催］ 大阪市立東洋陶磁美術館
［共催］ 産経新聞社

大阪市立東洋陶磁美術館

特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」
Special Exhibition

“CELADON̶The Luminous Jade-Green Ware from East Asia”

◉ 開催要項

［報道に関する問い合わせ先］ 
特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」広報事務局〈（株）Nene Laco.(ネネラコ)内〉
〒531-0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル 
TEL : 06-6225-7885 FAX : 06-7635-7587 MAIL : toyotoji-moco.pr@nenelaco.com
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［美術館に関する問い合わせ先］
大阪市立東洋陶磁美術館
TEL : 06-6223-0055　FAX : 06-6223-0057
MAIL : toyotoji-koho@moco.or.jp
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1.国宝《飛青磁花生》をはじめ、MOCOコレクションの青磁の名品が勢揃い
本展では、当館が世界に誇る安宅コレクションや李秉昌コレクションを中心に、中国・韓国をはじめとす
る青磁の名品や逸品を一堂に展示します。その中には、国宝《飛青磁花生》をはじめ、重要文化財《青
磁鳳凰耳花生》、《青磁刻花牡丹唐草文瓶》、《青磁象嵌童子宝相華唐草文水注》なども含まれています。
大阪市立東洋陶磁美術館（MOCO）が所蔵する世界的な青磁コレクションの魅力を、ぜひご堪能ください。

2.青磁とは？―中国・韓国・日本、青磁の多彩な魅力を知る
青磁の色合いは、時代や生産地によって異なるだけでなく、同じ窯の中でも焼成環境の微妙な変化により、
千変万化の表情を見せます。本展では、中国・韓国・日本の青磁を紹介し、それぞれの時代や地域で
生み出された作品を通して、青磁の多彩で奥深い魅力を知る絶好の機会となるはずです。

3.大阪・関西万博開催を記念した特別企画「大阪の宝―MOCOの宝20選」を展示
大阪・関西万博の開催を記念し、MOCOコレクションを代表するお宝ベスト20を選定しました。
このベスト２０の作品は、本展および同時開催の特別展示、コレクション展において会期中にご覧いただ
けます。皆さんにとっての「ベスト」と感じる作品はどれかを考えながら、楽しんでいただければ幸いです。

◉ 本展の主な見どころ

［報道に関する問い合わせ先］ 
特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」広報事務局〈（株）Nene Laco.(ネネラコ)内〉
〒531-0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル 
TEL : 06-6225-7885 FAX : 06-7635-7587 MAIL : toyotoji-moco.pr@nenelaco.com
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［美術館に関する問い合わせ先］
大阪市立東洋陶磁美術館
TEL : 06-6223-0055　FAX : 06-6223-0057
MAIL : toyotoji-koho@moco.or.jp
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［報道に関する問い合わせ先］ 
特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」広報事務局〈（株）Nene Laco.(ネネラコ)内〉
〒531-0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル 
TEL : 06-6225-7885 FAX : 06-7635-7587 MAIL : toyotoji-moco.pr@nenelaco.com

◉ 展示構成と主な作品
第1部（展示1）「青磁至宝―中国・韓国の青磁の至宝」
大阪市立東洋陶磁美術館（MOCO）コレクションが誇る国宝《飛青磁花生》をはじめとした中国と
韓国の青磁の世界的な至宝１０件を紹介する。　　

国宝　飛青磁花生（とびせいじはないけ）
元・14世紀
龍泉窯
大阪市立東洋陶磁美術館(住友グループ寄贈／安宅コレクション)　
写真：六田知弘

黄金比ともいうべき均整のとれたプロポーション、翠色の美しい釉色、茶褐色
の鉄斑の絶妙な配置、完璧な作品である。江戸時代の大坂の豪商・鴻池家に
伝来し、「飛青磁」の名で珍重された。

重要文化財　青磁刻花牡丹唐草文瓶（せいじこっかぼたんからくさもんへい）
北宋・11－12世紀
耀州窯
大阪市立東洋陶磁美術館(住友グループ寄贈／安宅コレクション)　
写真：六田知弘

オリーブグリーンの透明感ある釉色と、深く鋭い彫り技が織りなす美。釉薬の
濃淡が巧みに生み出され、緻密な文様が立体的に浮かび上がり、牡丹の花が
咲く。耀州窯青磁の世界的名品。

（左）重要美術品　青磁彫刻童女形水滴（せいじちょうこくどうじょがたすいてき）
高麗・12世紀
大阪市立東洋陶磁美術館(住友グループ寄贈／安宅コレクション)　
（右）青磁彫刻童子形水滴（せいじちょうこくどうじがたすいてき）
高麗・12世紀
大阪市立東洋陶磁美術館
写真：六田知弘

左は愛らしい童女が片膝を立てて坐し、両手で水瓶を抱える。頭飾りの蓮のつ
ぼみを取りはずして水を入れ、水瓶が注ぎ口となる。右の童子は、底部の小さ
な穴から水を入れ、抱いた鴨の口から水を注ぐ。同じ時代・同じ場所で作られ、
大阪で800年ぶりに再会した、高麗翡色の愛すべき水滴。

ようしゅうよう
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［美術館に関する問い合わせ先］
大阪市立東洋陶磁美術館
TEL : 06-6223-0055　FAX : 06-6223-0057
MAIL : toyotoji-koho@moco.or.jp

せいじしほう



［報道に関する問い合わせ先］ 
特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」広報事務局〈（株）Nene Laco.(ネネラコ)内〉
〒531-0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル 
TEL : 06-6225-7885 FAX : 06-7635-7587 MAIL : toyotoji-moco.pr@nenelaco.com

第2部（展示２～３）「翡色玲瓏Ⅰ・Ⅱ―高麗青磁のきらめき」
「翡色（ヒスイの色）」と呼ばれ、金銀器以上に貴重なものとされた高麗時代の青磁の美しさとその
魅力を紹介する。

青磁陽刻菊花文碗（せいじようこくきっかもんわん）
高麗・12世紀
大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘

五弁の花びらを模した優美な形状の碗。内面には、繊細な彫りによって菊花が
表されている。ヒスイを思わせる「翡色（ひしょく）」の釉薬は、濃淡が織りな
すグラデーションとともに、美しくきらめいている。

青磁瓜形瓶（せいじうりがたへい）
高麗・12世紀前半
大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘

ユリの花のような口のつくり、生命感あふれる瓜のような胴、そしてドレープの
ある底部などエレガントな造形を見せる、高麗翡色青磁の花瓶。その美しさは
モデルとなった中国景徳鎮窯の青白磁に勝るとも劣らない。
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［美術館に関する問い合わせ先］
大阪市立東洋陶磁美術館
TEL : 06-6223-0055　FAX : 06-6223-0057
MAIL : toyotoji-koho@moco.or.jp
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［報道に関する問い合わせ先］ 
特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」広報事務局〈（株）Nene Laco.(ネネラコ)内〉
〒531-0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル 
TEL : 06-6225-7885 FAX : 06-7635-7587 MAIL : toyotoji-moco.pr@nenelaco.com

第3部（展示７）「青磁脈脈―日本の青磁」
日本では古来中国の青磁が尊ばれた。江戸時代に入ると有田で青磁が誕生し、その後各地で作られる
ようになり、青磁の技術は今も脈々と受け継がれている。日本の江戸時代から近現代にいたる青磁の
魅力を紹介する。

青磁染付青海波宝尽文皿（せいじそめつけせいがいはたからづくしもんさら）
江戸・18世紀
鍋島藩窯（伊万里・大川内山窯）
大阪市立美術館（田原コレクション）

鍋島藩窯は、肥前国を治めた大名の鍋島家が、将軍家や大名家向けの献上品・
贈答品を制作させるため、自領内の有田における最先端の制作技術を集結さ
せた窯。宝珠や巻物などの宝物を青く発色する染付顔料で精緻に描いており、
背景に緑の青磁釉を施すことで、青い文様を引き立てている。

青磁獅子形置物（せいじししがたおきもの）
江戸・18－19世紀
鍋島藩窯（伊万里・大川内山窯）
個人蔵
写真：六田知弘

百獣の王とされる獅子を象った置物は、縁起の良い飾り物として作られたのだ
ろう。獅子は子を深い谷に投げ落とし、登って来た強い子だけを育てるとされ
ているが、背に乗る子を仰ぎ見る親子睦まじい姿が表されている。
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［美術館に関する問い合わせ先］
大阪市立東洋陶磁美術館
TEL : 06-6223-0055　FAX : 06-6223-0057
MAIL : toyotoji-koho@moco.or.jp
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［報道に関する問い合わせ先］ 
特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」広報事務局〈（株）Nene Laco.(ネネラコ)内〉
〒531-0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル 
TEL : 06-6225-7885 FAX : 06-7635-7587 MAIL : toyotoji-moco.pr@nenelaco.com

第4部（展示１０～１１）「青翠如玉Ⅰ・Ⅱ―中国歴代の青磁」
越窯、耀州窯、汝窯、南宋官窯、龍泉窯など後漢時代から明時代までの中国歴代の青磁を、当館
コレクションから紹介します。

青磁水仙盆（せいじすいせんぼん）
北宋・１１世紀末－１２世紀初
汝窯
大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘

「水仙盆」は汝窯を代表する器形であり、その用途は謎であるが、精緻で美し
いフォルムと「天青」と呼ばれる青味を帯びた釉色が特徴である。
日本にある数少ない汝窯青磁を代表する作品。

新収蔵、初公開！　青磁管耳瓶（せいじかんじへい）
南宋・12－13世紀
龍泉窯
大阪市立東洋陶磁美術館（鈴木素子氏寄贈）
写真：六田知弘

龍泉窯は宋・元・明代における青磁の一大産地である。本作は、古代青銅器
の形を模した優美な造形に、南宋の龍泉窯青磁特有の「粉青（ふんせい）色」
が美しく映えている。

ようしゅうようえつよう じょよう なんそうかんよう りゅうせんよう
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大阪市立東洋陶磁美術館
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［報道に関する問い合わせ先］ 
特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」広報事務局〈（株）Nene Laco.(ネネラコ)内〉
〒531-0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル 
TEL : 06-6225-7885 FAX : 06-7635-7587 MAIL : toyotoji-moco.pr@nenelaco.com

国宝　油滴天目茶碗（ゆてきてんもくちゃわん）
南宋・１２－１３世紀
建窯
大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘

宋代に流行した喫茶用の黒釉茶碗の最高級品。油滴状の美しい斑文と虹色の
光彩が特徴で、日本では「油滴」の名で知られ室町時代以来高く評価されている。
豊臣秀次伝来とされる。

◉ 特別展示
〈特別展示１〉（ロビー１）

青花虎鵲文壺（せいかとらかささぎもんつぼ）
朝鮮・18世紀後半
大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘

満月と山なみを背景に、猫のような虎（もしくは虎のような猫）がゆったりと歩く。
裏面の鵲（カササギ）は虎とセットの吉祥文様として好まれた。

〈特別展示2〉（ロビー 2）
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大阪市立東洋陶磁美術館
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MAIL : toyotoji-koho@moco.or.jp



［報道に関する問い合わせ先］ 
特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」広報事務局〈（株）Nene Laco.(ネネラコ)内〉
〒531-0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル 
TEL : 06-6225-7885 FAX : 06-7635-7587 MAIL : toyotoji-moco.pr@nenelaco.com

◉ 関連プログラム

1.【記念講演会】
「国宝《飛青磁花生》の世界とその魅力」　
小林仁（当館 学芸課長代理）
202５年５月１０日（土）　午後２時～３時30分

2.【「いまこそ聞きたい」シリーズ講座】
各テーマをわかりやすく解説する初心者向けの講座です。
・「青磁ってなに？　中国編」
2025年5月24日（土）小林仁（当館 学芸課長代理）

・「青磁ってなに？　韓国編」
2025年7月12日（土）宮﨑慎一郎（当館 学芸員）

・「青磁ってなに？　日本編」
2025年9月20日（土）梶山博史（当館 学芸課長代理）

・「鼻煙壺ってなに？」
2025年11月8日（土）陳彦如（当館 学芸員）
いずれも午後２時～３時30分
上記１・２とも参加費　500円（参加には別途入館料が必要です）

会場  大阪市立東洋陶磁美術館　地下講堂
※事前申込制・先着順（定員45名）
※約1カ月前から詳細情報が公開されます。
 当館ホームページのチケット購入画面からお申し込みください。

◉ 同時開催　〈コレクション展〉
「清廉尚白―安宅コレクション韓国陶磁」（展示４）
「純真之美―李秉昌コレクション韓国陶磁」（展示５）
「陶魂無比―日本陶磁コレクション」（展示６）
「喜土愛楽―現代陶芸コレクション」（展示８）
「中華瑰宝―安宅コレクション中国陶磁」（展示９）
「百鼻繚乱―沖正一郎コレクション鼻煙壺」（展示１２）
「泥土不滅―現代陶芸コレクション」（展示１３）

2025.3.19

［美術館に関する問い合わせ先］
大阪市立東洋陶磁美術館
TEL : 06-6223-0055　FAX : 06-6223-0057
MAIL : toyotoji-koho@moco.or.jp

びえんこ



【1】 【2】 【3】 【4】

【5】 【6】 【7】 【8】

【9】 【10】 【11】 【12】

【13】

本展の展示物等の画像を、広報素材としてご提供いたします。
下記、申込フォームよりお申込ください。

【広報用画像申込フォーム】

https://forms.gle/ohJB55fkKQEi6kN28
※難しい場合は申込書に必要事項をご記入のうえ、広報事務局までご送付ください。

■広報画像をご使用の際は、別紙に記載の［画像使用全般に関しての注意］を必ずご確認ください。

【広報用画像一覧】特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」

報道に関するお問合せ

特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」広報事務局<ネネラコ内>
Mail／ toyotoji-moco.pr@nenelaco.com Tel／ 06-6225-7885    Fax／ 06-7635-7587

〒531−0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル



No. クレジット・キャプション ※キャプションの間は全角アキ

1□ 国宝 飛青磁花生 元・14世紀／龍泉窯 高27.4cm、径14.6cm 大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション） 写真：六田知弘

2□
重要文化財 青磁刻花牡丹唐草文瓶 北宋・11－12世紀／耀州窯 高16.8cm、径17.3cm 大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘

3□
（左）重要美術品 青磁彫刻童女形水滴 高麗・12世紀 高11.2cm、幅6.0cm 大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
（右）青磁彫刻童子形水滴 高麗・12世紀 高11.0cm、幅7.3cm 大阪市立東洋陶磁美術館 写真：六田知弘

4□ 青磁陽刻菊花文碗 高麗・12世紀 高4.9cm、口径11.7cm 大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション） 写真：六田知弘

5□ 青磁瓜形瓶 高麗・12世紀前半 高25.7cm、径10.6cm 大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション） 写真：六田知弘

6□ 青磁染付青海波宝尽文皿 江戸・18世紀／鍋島藩窯（伊万里・大川内山窯） 高8.5cm、口径31.5cm 大阪市立美術館（田原コレクション）

7□ 青磁獅子形置物 江戸・18－19世紀／鍋島藩窯（伊万里・大川内山窯） 高21.0cm、幅29.0×16.5cm 個人蔵 写真：六田知弘

8□
青磁水仙盆 北宋・11世紀末－12世紀初／汝窯 高5.6cm、幅22.0×15.5cm 大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘

9□ 青磁管耳瓶 南宋・12−13世紀／龍泉窯 高22.5cm、幅14.2×12.5cm 大阪市立東洋陶磁美術館（鈴木素子氏寄贈） 写真：六田知弘

10□
国宝 油滴天目茶碗 南宋・12－13世紀／建窯 高7.5cm、口径12.2cm 大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション）
写真：六田知弘

11□ 青花虎鵲文壺 朝鮮・18世紀後半 高44.1cm、径34.2cm 大阪市立東洋陶磁美術館（住友グループ寄贈／安宅コレクション） 写真：六田知弘

12□ チラシビジュアル ※クレジットなし

13□ ポスタービジュアル ※クレジットなし

［画像使用全般に関しての注意］
・本展広報用画像の使用は、展覧会の紹介を目的とした報道に限らせて頂きます。ご使用可能期間は本展会期終了までです。
・ご使用の際は、展覧会名、会期、会場名、所定の作品データ、所定のクレジットを必ずご掲載ください。
・作品クレジット・キャプションは、作品名・年代・サイズ・撮影者の順に記載してください。掲載スペースに制限がある場合は、サイズを省略するか、
高さのみの表記でも構いません。

・画像はすべて全図で使用してください。画像の余白をトリミングしていただくことは可能です。文字や他のイメージを重ねたり、変形させることはできません。
・本展終了後の掲載、画像の二次使用はできません。本展会期中であっても再放送や転載をされる場合は広報事務局にご連絡ください。
・展覧会基本情報と広報画像の確認のため、校正を本展広報事務局にお送りくださるようお願いいたします。
・掲載誌・紙（ご紹介号）、掲載URL、同録DVDほかを下記広報事務局まで1部お送りください。

■ご希望の画像に をお願いいたします

貴社名／

お名前／

部署／ ご所属／

貴媒体名／ 媒体種／

媒体発行・運営社名

サイトURL／

掲載号・露出予定日／ 月号（ 月 日号） ／ 月 日発売予定 □WEBへの転載あり

TEL／ FAX／

E-MAIL／

媒体プレゼント用チケット／□希望（2組4名まで）※1点以上の広報用画像使用必須 ※提供枚数に達した場合、提供を終了いたします ※発送は準備が出来次第いたします

お送り先／〒

【広報用画像クレジット一覧・申込書】特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」

報道に関するお問合せ

特別展「CELADON―東アジアの青磁のきらめき」広報事務局<ネネラコ内>
Mail／ toyotoji-moco.pr@nenelaco.com Tel／ 06-6225-7885    Fax／ 06-7635-7587

〒531−0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル
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